
 

  
 

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
は
、川
や
海
の

水
質
汚
濁
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

身
近
な
水
辺
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、

生
活
排
水
の
汚
れ
を
減
ら
す
こ
と
、発
生
し

た
生
活
排
水
を
浄
化
槽
等
で
適
切
に
処
理
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

生
活
排
水
の
汚
れ
を
減
ら
す
取
り
組
み 

家
庭
の
台
所
、洗
濯
、風
呂
等
か
ら
出
る
生

活
排
水
に
つ
い
て
、次
の
生
活
排
水
対
策
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

調
理
く
ず
、食
べ
残
し 

・
流
し
台
に
は
、で
き
る
だ
け
目
の
細
か
い
三

角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
備
え
、排

水
口
に
は
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
（
網
カ
ゴ
状
の

ゴ
ミ
受
け
）を
取
り
付
け
、調
理
く
ず
等
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
お
米
の
と
ぎ
汁
は
、庭
や
畑
に
ま
け
ば
肥

料
に
な
り
ま
す
。 

油 ・
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
は
、吸
収
剤
や
牛

乳
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
古
新
聞
等
に
吸
わ
せ

て
可
燃
ご
み
と
し
、水
と
一
緒
に
流
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

洗
剤 

・
洗
剤
は
、容
器
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
指

示
量
を
守
り
、使
い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

生
活
排
水
を
適
切
に
処
理
す
る
取
り
組
み 

単
独
処
理
浄
化
槽
は
、ト
イ
レ
以
外
の
排

水
が
そ
の
ま
ま
放
流
さ
れ
る
の
で
、そ
の
他
の

排
水
も
併
せ
て
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化

槽
に
比
べ
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
れ
の
量

が
８
倍
に
な
り
ま
す
。 

市
で
は
、単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
取
り
便

所
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
の
促
進

を
目
的
と
し
た
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
、環
境
負
荷
の

小
さ
い
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。 

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、下
水
道
と
同
等
の

処
理
性
能
が
得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、適
切
な

管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
、本
来
の
機
能
を
発

揮
で
き
ま
せ
ん
。 

浄
化
槽
法
で
は
浄
化
槽
の
所
有
者
等
を「
浄

化
槽
管
理
者
」
と
定
め
、表
１
の
よ
う
な
管
理

を
行
う
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。 

           

問
合
　
海
部
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
保
全
課 

　
　
　
1
２４
ー

２
１
１
１ 

　
　
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
３
・
２
２
３
５ 

 

１０
月
は
「
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
」
 

 

お
よ
び
「
浄
化
槽
強
調
月
間
」
 

１０月の月間・週間 

管理の内容 実施内容 実施業者または機関 連絡先 実施回数 

清　　掃 浄化槽にたまった汚泥の 
汲取り 

エコ環境㈱ 
㈲大政 
尾西清掃㈱ 
㈲吉川清掃社 
 

1０１２０-２２２-６５２ 
1２５-７３７４ 
1２６-２９０８ 
1２６-４９１８ 
 

1０５２-４８１-７１６０ 

年１回以上 

保守点検 
浄化槽の稼働状況、調整、 
清掃時期の判定などの 
点検 

愛知県知事の登録を 
受けた業者 

海部県民センター 
（1２４-２１１１） 
にご確認ください。 

浄化槽の型式に 
応じて定められた 
回数（表２） 

法定検査 
浄化槽の外観検査や 
放流水の水質検査など 

（一社）愛知県浄化槽 
協会 

年１回 

【表１】 

処　理　方　式 回　　数 

４カ月に1回以上 

３カ月に1回以上 

４カ月に1回以上 

６カ月に1回以上 

合
　
併 

単
　
独 

分離接触ばっ気方式 
（２０人槽以下） 
 嫌気ろ床接触ばっ気方式 
（２０人槽以下） 
全ばっ気方式 
（２０人槽以下） 
分離ばっ気方式 
（２０人槽以下） 
散水ろ床方式 
平面酸化床方式 
地下砂ろ過方式 

【表２】 

「市政のひろば」つしま2016.10「市政のひろば」つしま2016.10１２ 
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総
務
省
で
は
、国
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ

い
て
、皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お

受
け
す
る「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

一
日
合
同
行
政
相
談
所 

日
時
　
１０
月
２１
日

 

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

場
所
　
ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
３
階
デ
ザ
イ
ン
ホ
ー

ル(

名
古
屋
市
中
区
） 

相
談
料
　
無
料 

問
合
　
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局 

　
　
　
1
０
５
２
ー

９
７
２
ー

７
４
１
５ 

    

男
女
共
同
参
画
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、パ
ネ
ル
展
示
を
し
ま
す
。 

「
あ
い
ち
で
輝
く
★
わ
た
し
た
ち
」 

日
時
　
１０
月
１
日

〜
３１
日

 

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

場
所
　
文
化
会
館
１
階
市
民
交
流
コ
ー
ナ
ー 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
内
線
２
２
７
１ 

    

   

困
り
ま
す
！ 

　
　
自
転
車
置
き
ざ
り
　
知
ら
ん
ぷ
り 

１１
月
上
旬
に
、放
置
自
転
車
の
撤
去
を
行

い
ま
す
。 

市
で
は
、市
営
自
転
車
駐
車
場
な
ど
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
の
調
査
を
行
い
、一

定
期
間
経
過
後
も
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車

に
つ
い
て
、撤
去
・
移
動
保
管
を
行
い
、約
６
カ

月
の
保
管
期
間
経
過
後
に
処
分
を
し
ま
す
。 

自
転
車
の
路
上
放
置
は
、歩
行
者
の
通
行

を
妨
げ
、交
通
事
故
の
要
因
に
な
り
ま
す
。ま

た
、救
急
車
や
消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の

活
動
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
。 

目
的
地
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
い
て
も
自

転
車
駐
車
場
を
利
用
し
、一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
で
良
好
な
都
市
環
境
の
確
保
を
図
り
ま

し
ょ
う
。 
   

自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル 

・
自
転
車
は
、防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。 

・
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。 

・
自
転
車
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
５
２
・
２
２
５
４ 

   

３
Ｎ（
な
い
）運
動 

「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」「
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な

い
」「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」 

【
運
動
の
重
点
】 

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止 

・
窓
や
ド
ア
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
し
、窓
に
は
補

助
鍵
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。 

・
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
防

犯
設
備
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

・
不
審
者
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
、地
域
ぐ

る
み
で
「
あ
い
さ
つ
、声
か
け
」
運
動
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。 

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止 

・
言
葉
巧
み
な
犯
人
と
会
話
を
し
な
い
で
す

む
よ
う
に
、在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
に

設
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

・
保
険
料
や
医
療
費
等
の
還
付
金
を
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
還
付
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
お
金
の
要
求
に
は
、「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な

い
」「
一
人
で
振
り
込
ま
な
い
」「
呼
び
出

し
に
応
じ
な
い
」「
知
ら
な
い
人
に
手
渡
さ

な
い
」「
郵
送
等
を
し
な
い
」
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。 

・
電
話
の
近
く
に
連
絡
表（
相
談
す
る
家
族

や
警
察
署
電
話
番
号
）
を
貼
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

 

自
動
車
盗
の
防
止 

・
車
両
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、短
時
間
で
あ
っ

て
も「
キ
ー
を
抜
く
」「
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

・
車
両
に
は
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
や
警
報
器
な

ど
の
盗
難
防
止
装
置
を
取
り
付
け
ま
し
ょ

う
。 

・
照
明
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
防
犯
対
策
が

と
ら
れ
た
駐
車
場
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

      

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止 

・
子
ど
も
を
１
人
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

・
防
犯
ブ
ザ
ー
や
笛（
ホ
イ
ッ
ス
ル
）を
携
帯

し
、常
に
使
え
る
状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

・
な
る
べ
く
人
通
り
が
多
い
明
る
い
道
を
通

り
ま
し
ょ
う
。 

・
女
性
の
一
人
暮
ら
し
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

暴
力
追
放
運
動（
三
な
い
運
動
）の
推
進 

「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」「
暴
力
団
を
恐
れ

な
い
」「
暴
力
団
に
お
金
を
出
さ
な
い
」 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
５
２ 

１０
月
１７
日

〜
２３
日

行
政
相
談
週
間
 

１１
月
１
日

〜
３０
日

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

１０
月
１１
日

〜
２０
日

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
 

１０
月
１
日

〜
３１
日

愛
知
県
男
女
共
同
参
画
月
間
 

１３ 「市政のひろば」つしま2016.10「市政のひろば」つしま2016.10

市役所　124-1111１０月の月間・週間 



 

  
 

育
て
よ
う
　
豊
か
な
心
　
読
書
か
ら 

県
で
は
、読
書
を
通
じ
て
豊
か
な
心
を
育
み
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
読
書
感
想

文
・
感
想
画
を
募
集
し
ま
す
。 

申
込
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
応
募
者
の
住
所
、氏
名
、

学
校
名
、学
年
ま
た
は
職
業
、年
齢
を
明
記

の
上
、本
の
作
品
名
、感
想
文
・
感
想
画
を

記
入
し
て
左
記
の
宛
先
へ（
１１
月
７
日

必

着
）。 

〒
４
６
０
ー

８
５
０
１
　
愛
知
県
庁
内 

愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
事
務
局 

「
読
書
感
想
文
・
感
想
画
」
係 

※
選
考
に
よ
り
、書
店
商
業
組
合
か
ら
全
国

共
通
図
書
カ
ー
ド
ま
た
は
児
童
図
書
を
お

贈
り
し
ま
す
。 

主
催
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
）内
線
２
２
８
２ 

  

青
少
年
に
よ
い
本
を
す
す
め
る
 

県
民
運
動
強
調
月
間
 

推薦図書 
幼　児　向 小学校低学年向 

アフリカの民話　しんぞうとひげ 庭をつくろう！ 
玉の図鑑 みんなでつくる１本の辞書 
おおきくなるっていうことは おふくさん 

妖怪一家九十九さん 
妖怪きょうだい学校へ行く 

カブトムシVSクワガタムシ　強いのはどっちだ！ 
森のファイターたちは、どうやって生まれたのか 

かき氷　天然氷をつくる テンプル・グランディン　自閉症と生きる 

光を失って心が見えた　全盲先生のメッセージ 表参道高校合唱部！　あなたが生きている今日は 
どんなに素晴らしいだろう 

なりたい二人 国境のない生き方　－私をつくった本と旅－ 
だいじな本のみつけ方 総理にされた男 

小学校中学年向 小学校高学年向 

中学生・高校生向 青　年　向 

日
赤
社
資
募
集
の
結
果
 

私
立
高
等
学
校
授
業
料
補
助
 

物
流
調
査
に
ご
協
力
を
！
 

〜
県
内
の
企
業
・
事
務
所
へ
〜
 

お
知
ら
せ 

                

今
年
５
月
に
実
施
し
た
、平
成
２８
年
度
日

本
赤
十
字
社
社
資
の
募
集
に
つ
い
て
は
、皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
社
資
は
、災
害
救
護

活
動
や
血
液
事
業
、奉
仕
団
活
動
、社
会
福
祉

事
業
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

平
成
２８
年
度
社
資 

５
４
３
万
３
４
９
円 

問
合
　
日
本
赤
十
字
社
津
島
市
地
区（
福
祉

課
福
祉
Ｇ
）内
線
２
１
３
１
・
２
１
３
２
・
２

１
３
５ 

  
市
で
は
、学
校
教
育
法
に
基
づ
き
設
置
し

て
い
る
私
立
高
等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の

保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
、授
業
料
等
の
補

助
を
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、申
請
が
必

要
で
す
。 

対
象 

・
１０
月
１
日
現
在
で
私
立
高
等
学
校（
全
日

制
・
定
時
制
）お
よ
び
専
修
学
校
の
高
等
課

程
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
で
あ
る
こ
と 

・
１０
月
１
日
現
在
で
保
護
者
の
住
所
が
市
内

に
あ
る
こ
と 

・
愛
知
県
私
立
学
校
授
業
料
軽
減
制
度
に
よ

る
決
定
通
知
を
受
け
て
い
る
方
、そ
れ
に

準
ず
る
方 

・
授
業
料
、入
学
金
、教
育
充
実
費
、諸
会
費
、

設
備
維
持
費
等
で
年
額
１
万
円
以
上
の
負

担
を
し
て
い
る
方 

補
助
金
額
　
年
額
１
万
円 

受
付
期
間
　
１０
月
３
日

〜
３１
日

 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
申
請
書（
学
校
の
証
明
必
要
） 

・
愛
知
県
私
立
高
等
学
校
授
業
料
軽
減
決

定
通
知
書 

※
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

申
請
・
問
合
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ 

　
　
　
　
　  

内
線
２
２
６
３ 

   

１０
月
か
ら
１１
月
に
国
土
交
通
省
、愛
知
県
、

岐
阜
県
、三
重
県
、名
古
屋
市
の
共
同
に
よ
り

中
京
都
市
圏
に
立
地
す
る
事
務
所
を
対
象
と

し
た
物
資
流
動
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。 

調
査
票
が
送
付
さ
れ
た
企
業
・
事
業
所
は
、

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
中
京
都
市
圏
物
資
流
動
調
査
実
施

本
部 

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
土
・
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
） 

　
1
０
１
２
０
ー

２
５
０
ー

９
６
０ 
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Ｎ 

日
光
川
 

大
型
車
通
行
止
 

（
普
通
乗
用
車
通
行
可
） 

車
両
通
行
止
 

県
道
　
津
島
蟹
江
線（
日
光
川
右
岸
堤
防
道
路
） 

県
道
　
津
島
蟹
江
線
 

西
尾
張
中
央
道
 

おにえ橋 

県道　津島七宝名古屋線 

川並 

神尾町 

工事箇所 

東
名
阪自
動
車
道
 

鹿伏兎橋西 

鹿伏兎町西 

唐臼町 

新おにえ橋西 

  
斎
場
の
設
備
修
繕
・
点
検
を
実
施
す
る
た

め
、１０
月
１７
日

の
火
葬
業
務
を
休
止
し
ま

す
。ペ
ッ
ト
火
葬
の
受
付
は
通
常
通
り
行
い
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
３
・
２
２
３
５ 

   

平
成2

9

年
版
愛
知
県
手
帳 

・
内
容
　
見
開
き
カ
レ
ン
ダ
ー
、県
内
催
事

日
程
、統
計
資
料
、鉄
道
路
線
図
な
ど 

・
体
裁
　
１５
㎝
×
９
㎝
　
黒
ま
た
は
赤 

　（
赤
は
表
紙
の
県
章
、西
暦
に
金
箔
な
し
） 

・
価
格
　
１
冊
５
０
０
円（
税
込
） 

あ
い
ち
県
勢
要
覧
２
０
１
７ 

・
内
容
　
Ａ
１
判
。
表
面
は
統
計
表
と
グ
ラ

フ
で
見
る
県
・
市
町
村
の
概
要
、裏
面
は
１７

万
分
の
１
の
カ
ラ
ー
地
図 

・
価
格
　
１
部
３
０
０
円（
税
込
） 

愛
知
県
地
図（
　（
平
成
２４
年
１０
月
現
在
） 

・
内
容
　
Ａ
１
判
白
地
図 

・
価
格
　
１
部
１
５
０
円（
税
込
） 

 

申
込
　
１０
月
１４
日

ま
で
に
、電
話
ま
た
は

直
接
左
記
へ
。 

そ
の
他
　
商
品
は
１１
月
中
旬
以
降
、代
金
と

引
き
換
え
に
お
渡
し
し
ま
す
。 

問
合
　
企
画
政
策
課
行
政
経
営
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
３
２ 
  

   

蛭
間
校
区
自
主
防
災
会
で
は
、炊
き
出
し

器
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
セ
ッ
ト
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発

電
機
、避
難
所
用
間
仕
切
り
を
、宝
く
じ
の
助

成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。 

こ
の
助
成
金
は
、宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で
す
。 

今
回
の
整
備
に
よ
り
、さ
ら
な
る
自
主
防

災
会
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

問
合
　
危
機
管
理
課
危
機
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
２ 

 

斎
場
の
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
 

愛
知
県
手
帳
、あ
い
ち
県
勢
要
覧
と
 

愛
知
県
地
図
の
あ
っ
せ
ん
 

宝
く
じ
助
成
金
で
自
主
防
災
活
動
 

備
品
を
整
備
 

日
光
川
右
岸
堤
防
道
路
通
行
止
の
お
知
ら
せ
 

平
成
２９
年
版
愛
知
県
手
帳 

あ
い
ち
県
勢
要
覧
２
０
１
７ 

愛
知
県
地
図 

▼炊き出し器 

ＬＰガス発電機

ＬＰガス 
　バーナーセット 

鹿
伏
兎
町
地
内
に
お
い
て
、愛
知
県
が
日

光
川
の
堤
防
耐
震
対
策
工
事
を
実
施
し
ま
す
。 

工
事
期
間
中
は
道
路
の
一
部
区
間
に
つ
い

て
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
な
お
、通
行
止
め

期
間
に
つ
い
て
は
、現
地
案
内
看
板
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

工
事
期
間
　
平
成
２８
年
１０
月
中
旬
〜 

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
３
月
中
旬（
予
定
） 

工
事
箇
所
　
鹿
伏
兎
町
地
内(

左
図) 

問
合
　
愛
知
県
海
部
建
設
事
務
所 

　
　
　
河
川
整
備
課
事
業
グ
ル
ー
プ 

　
　
　
1
２４
ー

２
１
１
１ 大型車通行止 

（普通乗用車通行可） 

車両通行止 

大型車迂回路 

普通車通行可 

１５ 「市政のひろば」つしま2016.10
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一
時
大
量
ご
み
に
つ
い
て 

引
越
し
や
草
刈
等
に
よ
り
、ご
家
庭
か
ら

一
時
的
に
、大
量
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

集
積
場
に
、一
度
に
大
量
の
ご
み
を
出
す
と
、

収
集
に
支
障
を
き
た
す
ほ
か
、町
内
の
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
場
合
、一
度
に
出
す
の
で
は
な

く
数
回
に
分
け
て
出
す
か
、焼
却
施
設（
海
部

地
区
環
境
事
務
組
合
八
穂
セ
ン
タ
ー
）へ
の
自

己
搬
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て 

ご
み
集
積
場
へ
の
ご
み
は
、必
ず
午
前
８
時

３０
分（
時
間
厳
守
）ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
分
別
が
不
十
分
な
ご
み
は
、収
集
さ
れ
ま

せ
ん
。
出
さ
れ
た
方
は
再
分
別
し
出
し
直

し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
清
掃
事
務
所
　
1
２６
ー

４
２
２
８ 

          

ご
み
を
庭
・
空
き
地
・
田
畑
な
ど
で
焼
却
す

る
行
為（
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
）は
、廃
棄
物

処
理
法
で
、一
部
の
例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。 

基
準
に
適
合
し
た
焼
却
設
備
を
使
用
し
な

い
野
焼
き
は
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
や
大
気
汚

染
の
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡
易
焼

却
炉（
ド
ラ
ム
缶
、ブ
ロ
ッ
ク
製
の
炉
）な
ど
は
、

法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。 

       

例
外
と
さ
れ
て
い
る
野
焼
き
の
例
示 

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の

管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却 

（
例
）河
川
管
理
の
た
め
に
伐
採
し
た
草
木
等

の
焼
却 

・
震
災
、風
水
害
、火
災
、凍
霜
害
そ
の
他
の

災
害
の
予
防
、応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の

た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却 

（
例
）災
害
等
の
緊
急
対
策
、火
災
予
防
訓
練

等 

・
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却 

（
例
）左
義
長
等
の
地
域
行
事
に
お
け
る
焼
却 

・
農
業
、林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃

棄
物
の
焼
却 

（
例
）病
害
虫
駆
除
の
た
め
の
焼
却 

・
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通

常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽

微
な
も
の 

（
例
）暖
を
と
る
た
め
の
た
き
火
、キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
等
を
行
う
際
の
木
く
ず
の
焼
却 

こ
れ
ら
の
例
外
は
、や
む
を
得
な
い
場
合
や

周
囲
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
軽
微
な
場
合

と
し
て
例
示
し
た
も
の
で
、容
易
に
代
替
方

法
が
あ
る
場
合
は
、例
外
に
当
た
り
ま
せ
ん
。 

ご
み
の
処
理
方
法 

少
量
で
あ
れ
ば
、市
ゴ
ミ
袋
で
集
積
場
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
多
量
の
場
合
は
、１０
㎏
２

０
０
円
で
八
穂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
弥
富
市
）

に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

や
む
を
得
ず
野
焼
き
を
す
る
場
合
は
、風

向
き
や
時
刻
、燃
や
す
量
に
注
意
し
、周
り
の

住
宅
環
境
や
火
の
管
理
に
十
分
な
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
３ 

 

一
時
大
量
ご
み
の
排
出
に
つ
い
て
 

の
お
願
い
 

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
 

女
性
の
人
権 

女
性
は
出
産

や
育
児
等
で
職

場
を
離
れ
ざ
る

を
得
な
い
場
合

や
非
正
規
雇
用

が
多
い
こ
と
な

ど
を
背
景
に
、

貧
困
等
の
生
活

上
の
困
難
に
陥
り
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ
の
状
況
を
な
く
す
た
め
に
は
、男
女

平
等
の
人
権
意
識
を
持
ち
、家
庭
や
職
場

な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
、制
度

や
慣
行
を
見
直
す
と
と
も
に
、子
育
て
支

援
策
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、女

性
が
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
画
で
き
る

支
援
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

女
性
の
人
権
侵
害 

昨
今
、深
刻
な
社
会
問
題
化
し
て
い
る

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
や
、つ
き

ま
と
い
な
ど
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
は
、重
大

な
人
権
侵
害
で
あ
り
、決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
１３
年
に
「
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保

護
に
関
す
る
法
律
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、配
偶
者
か
ら
の
暴
力

事
案
の
認
知
件
数
は
毎
年
増
加
傾
向
に
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、女

性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
に
つ
い
て
は
、

人
権
侵
害
で
あ
る
と
認
識
し
、問
題
の
早

期
解
決
や
再
発
防
止
に
向
け
て
、関
係
機

関
が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
Ｄ
Ｖ
な
ど
潜
在
し
が
ち

な
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、意
識
啓

発
や
支
援
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
相

談
体
制
の
充
実
が
必
要
で
す
。 

 

人権推進課人権同和・男女参画Ｇ 
内線２２７１ 
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